
様式第1号(第57条関係）

電離放射線健康診断個人票

備考

1①の欄は、平成13年4月1日以後の実効線量の合計を記入すること。また、同欄の（）内には平成13年3月31日以前の集穂線量を記入すること。
2②の欄は、被ばく歴を有する者については、作業の場所、内容及び期間、放射線障害の有無その他放射線による被ばくに関する事項を記入すること。
3③の柵は、本票記載の健康診断又は検査までの期間に採られた放射線に関する医学的処置及び就業上の措置について記入すること。
4④の欄は、(1)事故、(2)緊急作業への従事、(3)放射性物質の摂取、(4)傷創部の汚染及び(5)別表に掲げる限度の10分の1以下にすることが困難な身体の汚染によって受けた実効
線量又は推定量(受けた実効線鼠を推定することも困難な場合には、被ばくの原因)を記入すること。
5⑤の欄は、(1)事故、(2)緊急作業への従事及び(5)別表に掲げる限度の10分の1以下にすることが困難な身体の汚染によって受けた等価線量又は推定量(受けた等価線量を推定す
ることも困難な場合には、被ばくの原因)を記入すること。

6⑥の欄は、異常なし、要精密検査、要治療等の医師の診断を記入すること。

7⑦の欄は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された場合に、就業上の措置について医師の意見を記入すること。
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参考事項

⑥医師の診断

健康診断を実施した医師の氏名⑳

⑦医師の意見

意 見を述べた医師の氏名④
三


